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震
災
か
ら
２
年 

災
害
に
強
い
街
を
目
指
し
て

被
災
地
派
遣
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

～
被
災
地
派
遣
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と・得
た
こ
と
～

　

東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
て
か
ら
、本
市
で
は
被
災
地
へ
多
く
の
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。水
や
給
水
袋
、ボ
ッ
ク
ス
ト
イ
レ
、自
転
車
な
ど
の
物
的
支
援
だ

け
で
は
な
く
、延
べ
１
２
５
人
の
職
員
を
派
遣
し
ま
し
た
。現
在
は
震
災
に
よ
り

甚
大
な
被
害
を
受
け
た
宮
城
県
岩
沼
市
と
岩
手
県
大
槌
町
に
対
し
、長
期
の

人
材
派
遣
を
行
っ
て
い
ま
す
。今
回
は
、岩
沼
市
に
派
遣
さ
れ
、総
務
課
情
報
統

計
係
で
仕
事
を
し
て
い
る
荒
井
副
主
幹
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
か
ら
今
月

11
日
で
２
年
が
経
過
し
ま
す
。本
市
に
も
、こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ

と
の
な
い
広
範
囲
か
つ
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。そ
れ

を
受
け
て
、市
川
市
災
害
対
策
本
部
や
放
射
能
対
策
本
部
を
設

置
し
、様
々
な
支
援
を
相
互
に
行
う
災
害
時
相
互
支
援
協
定
の
締

結
や
地
域
防
災
力
の
向
上
、放
射
線
量
の
低
減
対
策
な
ど
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

　

被
災
地
で
は
今
も
な
お
、復
旧
・
復
興
へ
向
け
た
懸
命
な
取
り
組

み
や
支
援
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。本
市
に
お
い
て
も「
被
災
地
・

被
災
者
支
援
対
策
本
部
」を
設
置
し
、物
的
支
援
や
人
的
支
援
を

積
極
的
に
行
い
、ま
た
、避
難
し
て
き
た
多
く
の
方
の
受
け
入
れ
に

も
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、こ
の
２
年
間
の
市
の
主
な
取
り
組
み
や
災
害
に
強
い

街
を
目
指
す
た
め
の
今
後
の
対
策
、人
的
支
援
で
被
災
地
派
遣
の

職
員
な
ど
を
お
伝
え
し
ま
す
。

【
公
共
団
体
】

　

市
で
は
千
葉
県
内
及
び
他
の
市
町
村
と
災
害
時
支
援
協
定
を

締
結
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
協
定
は
互
い
の
市
町
村
区
域
内
で
災
害
が
起
こ
っ
た
場
合

に
、被
災
市
町
村
か
ら
の
要
請
や
被
災
し
て
い
な
い
市
町
村
の
判

断
で
、被
災
市
町
村
に
対
し
て
物
資
の
搬
出
、人
材
の
派
遣
、被

災
住
民
の
受
け
入
れ
等
の
支
援
を
す
る
協
定
で
す
。

　

東
日
本
大
震
災
の
際
に
も
被
害
の
大
き
か
っ
た
旭
市
、浦
安
市
、

茨
城
県
ひ
た
ち
な
か
市
に
、協
定
に
基
づ
く
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
千
葉
県
全
市
町
村
と
の
協
定（
本
市
を
含
む
近
隣
市
13
市
と

年
２
回
の
連
絡
会
を
開
催
）

○
４
市
協
定（
静
岡
県
富
士
市
、神
奈
川
県
茅
ヶ
崎
市
、茨
城
県

ひ
た
ち
な
か
市
、市
川
市
で
年
２
回
の
連
絡
会
を
開
催
）

○
そ
の
他 

東
京
都
江
戸
川
区
、東
京
都
葛
飾
区
、宮
城
県
加
美

町
、兵
庫
県
明
石
市
、茨
城
県
神
栖
市

【
民
間
事
業
者
】

　

市
で
は
公
共
団
体
以
外
に
も
民
間
事
業
者
約
１
０
０
団
体
と

災
害
時
支
援
協
定
を
締
結
し
て
い
ま
す
。

主
な
協
定
内
容 

医
療
支
援
、情
報
伝
達
支
援
、物
資
支
援
、建

築
機
材
支
援
な
ど

　

東
日
本
大
震
災
で
起
こ
っ
た
被
災
地
で
の
問
題
点
や
事
例
、ま

た
本
市
で
の
問
題
点
な
ど
を
踏
ま
え
、地
域
防
災
計
画
の
見
直

し
を
行
い
ま
す
。 

【
方
針
と
内
容
】

①
地
域
防
災
力
の
向
上

②
男
女
共
同
参
画
か
ら
の
視
点
を
各
分
野
で
記
載

③
業
務
継
続
計
画
の
策
定
を
明
記

④
帰
宅
困
難
者・滞
留
者
対
策
の
推
進

⑤
液
状
化
対
策
の
推
進

⑥
庁
内
体
制
の
強
化

⑦
放
射
性
物
質
事
故
災
害
対
策
の
強
化

地
域
防
災
計
画
の
見
直
し

災
害
時
相
互
支
援
協
定

１
．被
災
地
派
遣
を
希
望
し
た
理
由
は
？

　

平
成
23
年
12
月
に
宮
城
県
七
ヶ
浜
町
に
勤
め
て
い

る
友
人
の
案
内
で
被
災
地
域
を
回
り
ま
し
た
。

　

そ
の
際
、津
波
が
建
物
を
押
し
流
し
、人
々
が
高
台

に
逃
げ
る
被
災
当
時
の
様
子
を
聞
き
ま
し
た
。被
害
は

私
の
想
像
し
て
い
た
以
上
に
甚
大
で
し
た
し
、家
を

失
っ
た
人
々
が
励
ま
し
合
い
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
る
姿
を

拝
見
し
て
、自
分
も
復
旧・復
興
の
た
め
に
何
か
お
手
伝

い
で
き
る
こ
と
が
な
い
か
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。そ
の
後
、人
事
課
か
ら
宮
城
県
岩
沼
市
の
派
遣
職

員
の
募
集
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、職
場
に
は
迷
惑
が
か

か
り
ま
す
が
、手
を
挙
げ
る
決
断
を
し
ま
し
た
。

２
．岩
沼
市
は
ど
ん
な
市
？ 

ま
た
担
当
し
て
い
る
仕
事

内
容
は
？

　

東
北
本
線
と
常
磐
線
の
分
岐
点
で
、仙
台
空
港
も

あ
る
こ
と
か
ら
、交
通
の
要
衝
と
な
っ
て
い
ま
す
。か
つ

て
は「
門
前
町
」、「
宿
場
町
」と
し
て
栄
え
、現
在
で
は

「
臨
空
工
業
地
帯
」の一
角
と
し
て
大
小
の
企
業
が
進
出

し
て
い
ま
す
。中
に
は
被
災
し
た
企
業
も
あ
り
ま
す
が
、

経
営
を
再
開
し
て
い
る
企
業
も
多
く
あ
り
ま
す
。仕
事

は
総
務
課
情
報
統
計
係
に
配
属
、統
計
調
査
お
よ
び

情
報
公
開
が
主
な
仕
事
で
す
。

３
．東
日
本
大
震
災
か
ら
２
年
経
っ
た
岩
沼
市
の
現
状
は
？

　

被
害
が
大
き
く
、住
民
の
居
住
に
適
当
で
な
い
と
認

め
ら
れ
る
沿
岸
地
区
6
集
落
の
集
団
的
移
転
を
促
進

す
る
防
災
集
団
移
転
促
進
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。昨
年
8
月
5
日
に
集
団
移
転
先
の
造
成
工
事
の

起
工
式
が
行
わ
れ
、平
成
26
年
度
中
の
移
転
開
始
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

４
．岩
沼
市
の
市
民
と
の
交
流
の
様
子
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。ま
た
何
か
感
じ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

　

私
が
市
川
市
か
ら
応
援
に
来
た
派
遣
職
員
で
あ
る

こ
と
を
申
し
上
げ
る
と
、み
な
さ
ん
か
ら
感
謝
や
、ね
ぎ

ら
い
の
言
葉
を
か
け
て
く
だ
さ
い
ま
す
。被
災
者
の
方

と
接
す
る
と
、物
理
的
な
被
害
や
、親
し
い
方
々
を
失
っ

て
い
る
こ
と
に
加
え
、不
自
由
な
避
難
生
活
を
過
ご
さ

れ
て
い
る
た
め
、精
神
的
な
被
害
も
大
き
い
こ
と
を
感

じ
ま
す
。心
の
ケ
ア
な
ど
も
含
め
て
民
・
官
が
一
体
と

な
っ
て
復
旧
・
復
興
に
力
を
注
ぐ
必
要
が
あ
る
の
だ
と

強
く
感
じ
ま
す
。

５
．被
災
地
で
活
動
し
て
学
ん
だ
こ
と・
得
た
こ
と
は
？

　

被
災
地
で
は
常
に
多
く
の
課
題
に
直
面
し
て
い
ま

す
。生
活
環
境
は
常
に
変
化
し
て
い
る
た
め
、地
域
の

実
情
を
常
に
把
握
し
、今
は
何
を
す
る
こ
と
が
最
も
大

切
な
の
か
を
見
極
め
る
こ
と
が
大
事
な
の
だ
と
感
じ
ま

し
た
。ま
た
、派
遣
職
員
と
し
て
被
災
地
で
活
動
し
て

み
て
、他
の
自
治
体
の
職
員
と
仕
事
を
す
る
こ
と
や
他

の
自
治
体
の
仕
事
の
や
り
方
や
取
り
組
み
方
を
知
る

こ
と
は
、と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

６
．最
後
に

　

岩
沼
市
の
職
員
や
他
の
自
治
体
の
派
遣
職
員
の

方
々
と
友
人
と
な
れ
た
こ
と
は
、と
て
も
大
き
な
財
産

で
す
。市
川
市
の
今
後
の
防
災
対
策
に
活
か
せ
る
よ

う
、被
災
者
支
援
及
び
復
旧
・
復
興
に
携
わ
っ
た
岩
沼

市
の
市
民
・
職
員
の
生
の
声
を
、市
川
市
民
に
届
け
る

機
会
を
持
つ
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

▲岩沼市総務課情報統計係の職場（左上：荒井副主幹）

市 の 取 り 組 み
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３月11日（月）午後2時から
約１分間

☎３３４-１５０７危機管理課
※市公式Ｗｅｂサイトやツイッ
ター、フェイスブックで訓練のお
知らせを行います。また、３月10
日（日）２時には、メール情報配
信サービス（緊急情報）におい
てもお知らせをします。

　SHAKE OUT（シェイクアウト）訓練とは、同時刻一斉に様々な方が身の安全
を図る行動をとり、日頃の防災対策を確認するきっかけづくりとするものです。下図

「安全行動の１－２－３」にある行動を、実施日時に各々がいる場所で行い、防災
力を高めておきましょう。

放
射
能
対
策
の
こ
れ
ま
で
の
主
な
取
り
組
み

〈
平
成
23
年
〉

３
月
24
日
～

27
日

乳
児
対
象
に
ペッ
ト
ボ
ト
ル
飲
料
水
を
配
布

市
内
の
0
歳
児
を
対
象
に
、2
リ
ッ
ト
ル
入
り
の
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
飲
料
水
２
，２
８
４
本
配
布

５
月
26
日

市
公
式
Ｗｅ
ｂ
サ
イ
ト
で
空
間
放
射
線
量
の
測
定
結
果

の
公
表
を
開
始

６
月
３
日

簡
易
式
測
定
器
を
用
い
て
、市
内
定
点
６
地
点
の
空
間

放
射
線
量
定
点
測
定
を
開
始

７
月
27
日

シ
ン
チ
レ
ー
シ
ョ
ン
式
サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ
を
用
い
て
、市
の

施
設
の
空
間
放
射
線
量
の
測
定
を
開
始

８
月
19
日
、

９
月
29
日

放
射
線
に
関
す
る
市
民
講
座
を
開
催

テ
ー
マ「
放
射
線
が
人
体
に
及
ぼ
す
影
響
」

８
月
30
日

市
内
産
農
産
物
の
放
射
性
物
質
の
独
自
検
査
を
開
始

簡
易
型
ガ
ン
マ
線
ス
ペ
ク
ト
ロ
メ
ー
タ
を
導
入
し
、Ｊ
Ａ
い

ち
か
わ
の
協
力
の
も
と
検
査
を
実
施

９
月
２
日

「
市
川
市
放
射
線
量
低
減
の
取
り
組
み
に
係
る
基
本

方
針
」を
策
定

１
年
後
を
目
途
に
、全
市
域
で
追
加
被
ば
く
線
量
年

間
1
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
下
の
目
標
を
設
定
。優
先
的

に
低
減
対
策
を
講
ず
る
空
間
放
射
線
量（
目
安
値
）を

０
．２
６
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
毎
時
と
し
た

９
月
27
日

給
食
食
材
の
放
射
性
物
質
検
査
を
開
始

10
月
29
日

公
園
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
を
実
施

じ
ゅ
ん
菜
池
緑
地
、里
見
公
園
、小
塚
山
公
園
で
、地
元

自
治
会
な
ど
３
７
１
人
が
参
加
し
、落
ち
葉
な
ど
５
，

７
８
０
㎏
を
収
集・撤
去

11
月
４
日

「
市
川
市
放
射
線
量
低
減
の
取
り
組
み
に
係
る
基
本

方
針
」を
改
定

目
安
値
を
０
．２
３
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
毎
時
に
改
定

11
月
30
日

「
市
川
市
放
射
線
量
低
減
実
施
計
画
」を
策
定

12
月
５
日

自
治（
町
）会
に
簡
易
測
定
器
の
貸
し
出
し
を
開
始

〈
平
成
24
年
〉

２
月
１
日

市
民
に
簡
易
測
定
器
の
貸
し
出
し
を
開
始

合
計
１
，５
７
７
件
貸
し
出
し（
平
成
25
年
１
月
31
日
時
点
）

２
月
13
日

給
食
１
週
間
分（
５
日
間
）の
ま
る
ご
と
検
査
を
開
始

５
月
18
日・

25
日

放
射
線
に
関
す
る
市
民
講
座
を
開
催

テ
ー
マ「
放
射
線
に
よ
る
健
康
へ
の
影
響
に
つ
い
て–

食
品

に
よ
る
内
部
被
ば
く
と
新
基
準
値–

」

５
月
31
日

｢

市
川
市
放
射
線
量
低
減
実
施
計
画
」を
改
定

７
月
８
日

放
射
線
に
関
す
る
市
民
講
座
を
開
催

テ
ー
マ「
飲
食
物
の
安
全
と
リ
ス
ク
を
考
え
る–

放
射
性

物
質
の
基
準
値
の
決
ま
り
方
と
被
ば
く
量
の
実
際–

」

10
月
31
日

「
市
川
市
放
射
線
量
低
減
の
取
り
組
み
に
係
る
基
本

方
針
」を
改
定

11
月
30
日

「
市
川
市
放
射
線
量
低
減
実
施
計
画
」を
改
定

12
月
19
日

学
校
定
点
４
地
点
の
空
間
放
射
線
量
の
測
定
を
開
始

〈
平
成
25
年
〉

１
月
～
３
月

学
校
、幼
稚
園
、保
育
園
等
の
空
間
放
射
線
量
の
一
斉

測
定
を
実
施（
こ
れ
ま
で
に
６
回
）

緊急情報を取得できる手段
・市公式Ｗｅｂサイト
・メール情報配信サービス
 （緊急情報）
・ケーブルテレビ
 （ＪＣＮ市川）デジタル11ch
・市公式フェイスブック
・市公式ツイッター
・緊急速報メール
・防災行政無線
・コミュニティＦＭラジオ

【メール情報配信サービス】
（緊急情報）

※登録が必要です
　info@city.ichikawa.chiba.jpに空
メールを送信、またはQR
コードから空メールを送
信。受信メールに記載さ
れているURLをクリックし

てください。
※配信項目は、登録後に変更できます。
※メールの受信には通信料がかかります。

【市公式フェイスブック】
　2月12日から本運用を開始。画像を
多く使い、災害情報、緊急情報の他、
観光情報や各種イベントに関する最新
情報などをタイムリーに発信しています。

【市公式ツイッター】
　災害情報、緊急情報の他、大気中
の放射線量測定値、市のイベント情報
を発信しています。

【緊急速報メール】
※登録は必要ありません
　市は、NTTdocomo、SoftBank、
KDDI(au)のサービスを導入し、市内に
滞在する、緊急速報メール受信機能を
持つ携帯電話端末に一斉に避難勧
告や津波警報などの緊急情報を配信
できる体制を整えています。

　いつ災害が起こるのかわかりません。災害時には、自ら信頼できる情報を積
極的に収集し、行動することがとても重要です。日頃から、情報収集の手段を
確認しておきましょう。

　小・中学校、幼稚園、保育園、公園などの子ども関連施設を中心に、砂場
の管理や天地返し、側溝の清掃や草刈り、樹木の剪定などを行い、施設内
の空間放射線量の低減に努めてきました。取り組みの結果、市の全ての施

設で、低減対策を優先的に
行う目安値である毎時０．２３
マイクロシーベルト未満と
なっています。また、子どもが
長時間過ごす幼稚園、保
育園、小・中学校などでは、
より厳しい毎時０．１９マイク
ロシーベルト未満となってい
ます。

　学校、保育園等の給食で使われている食材は、その時期の旬の食材と使
用頻度の高い食材の検査や、給食１週間分（５日間）のまるごと検査を順番
に行うなど、不安解消と安全確保に努めてきました。また、市内産農産物につ
いても検査を行ってきました。

　様々な低減対策により、当初策定した基本方針に掲げた目標を平成24
年９月に達成したことから、10月に基本方針の一部を改定し、「追加被ばく線
量年間１ミリシーベルト以下を維持する」ことを新たな目標に定めました。

　市の施設では、引き続き
測定を行い、局所的に高い
空間放射線量を示すおそ
れのある箇所の低減対策
に取り組むとともに、内部被
ばく対応についても継続し
ていきます。

▲北国分公園の天地返し

▲山桜公園の芝の深刈り

継続的に行っている
放射線量低減対策の取り組み

子ども関連施設を重点に
（小・中学校、幼稚園、保育園、公園での対応）

給食検査などの内部被ばくにも対応

局所対応を中心に今後も低減対策を継続

非 常 時 の 情 報 収 集

SHAKE OUT訓練のお知らせ


